
�� ������ 号

外

一�
平

成
二
十
二
年

二

月

五

日

������������������� ����������������������������� ����� ���
目

次

公

示

○
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催

(

都
市
政
策
課)

一
ペ
ー
ジ

公

示

○
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
恵
那
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン(

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針)

に
関
す
る
都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、

岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
す
る
の
で
、
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則(

昭
和
四
十
五
年
岐
阜

県
規
則
第
五
十
九
号)

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
五
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

日
時
及
び
場
所

二

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案
の
概
要

別
記
一
の
と
お
り

三

都
市
計
画
の
案
の
閲
覧
場
所
及
び
閲
覧
期
間

１

閲
覧
場
所

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
ほ
か
、
恵
那
市
建
設
部
都
市
整
備

課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

２

閲
覧
期
間

( ) 平成22年２月５日 岐 阜 県 公 報 号 外 �１

○

○

岐

阜

県

公

報

号

外

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

平
成
二
十
二
年
二
月
五
日



北
部
地
域(

笠
置
町
、

中
野
方
町
、
飯
地
町)

西
部
地
域(

三
郷
町
、

武
並
町)

中
央
部
地
域(

大
井
町
、

長
島
町
、
東
野)

地

域

区

分

里
山
や
棚
田
等
の
自
然
的
風
景
が

広
が
る
本
区
域
北
部
の
地
域

本
区
域
中
央
か
ら
西
南
部
の
Ｊ
Ｒ

武
並
駅
周
辺
の
区
域

本
区
域
中
央
か
ら
東
部
に
か
け
て

の
Ｊ
Ｒ
恵
那
駅
を
核
と
す
る
中
心

市
街
地
及
び
そ
の
周
辺

お

お

む

ね

の

位

置

北
部
里
山
交
流
地
区
の
形
成

西
部
新
拠
点
交
流
地
区
の
形
成

中
心
市
街
地
地
区
と
自
然
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
空
間
の
充
実

目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の

イ

メ

ー

ジ

平
成
二
十
二
年
二
月
五
日(

金)

か
ら
同
年
二
月
十
九
日(

金)

ま
で(

土
、
日
曜
日
及
び
祝

日
を
除
く
。)

の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

四

公
述
の
申
出
方
法

１

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
一
九
日(

金)

ま
で

に
〒
五
○
○
―
八
五
七
○

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策

課
へ
公
述
申
出
書
を
一
部
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る
場
合
は
、
期
限
ま
で

に
必
着
の
こ
と
。

２

公
述
申
出
書
の
提
出
は
、
持
参
又
は
郵
送
に
よ
る
も
の
と
し
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
及
び
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
提
出
は
認
め
な
い
。

３

公
述
の
内
容
は
、
都
市
計
画
の
範
囲
と
す
る
。

４

公
述
人
の
数
は
十
名
以
内
と
す
る
。
公
述
の
申
出
が
十
名
を
超
え
る
場
合
は
、
公
述
を
申
し
出

た
者
の
う
ち
意
見
の
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
者
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抽
選
を
行
い
、
公
聴
会
に
お
い

て
意
見
を
述
べ
る
者
を
選
定
の
上
、
公
聴
会
前
日
ま
で
に
本
人
に
通
知
す
る
。

五

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課(

電
話
〇
五
八
―
二
七
二
―
一
一
一
一

内
線
三
七
五
五)

又

は
恵
那
市
建
設
部
都
市
整
備
課

六

そ
の
他

公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
公
述
の
申
出
が
な
い
場
合
に
は
、
公
聴
会
を
開
催
し
な
い
。
公

聴
会
を
開
催
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

公
述
人
の
陳
述
の
要
旨
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

別
記
一

一

都
市
計
画
の
目
標

本
区
域
固
有
の
資
源
を
活
用
し
、
魅
力
的
で
住
み
よ
い
、
活
力
あ
る
都
市
づ
く
り
を
図
る
た
め
、

都
市
づ
く
り
の
テ
ー
マ
を｢

水
と
緑
の
ま
ち
恵
那｣

と
設
定
し
、
人
々
が
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活

を
実
感
で
き
る
快
適
都
市
を
目
指
す
。

こ
れ
に
基
づ
く
都
市
づ
く
り
の
理
念
を｢

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
活
用
と
そ
れ
を
後
世
に
伝
え
る

ま
ち
の
創
造｣

、｢

地
域
資
源
を
活
用
し
て
豊
か
さ
を
感
じ
る
ま
ち
の
創
造｣

及
び｢

住
む
人
が
誇
り

に
思
い
、
訪
れ
る
こ
と
が
楽
し
め
る
ま
ち
の
創
造｣

と
し
、
こ
の
実
現
に
向
け
た
都
市
づ
く
り
の
目

標
を
次
の
と
お
り
示
す
。

１

自
然
共
生
都
市
の
形
成

２

豊
か
さ
を
は
ぐ
く
む
都
市
の
形
成

３

恵
那
ら
し
さ
を
活
か
し
た
文
化
・
交
流
拠
点
の
形
成

二

地
域
ご
と
の
市
街
地
像(

ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ)

本
区
域
を
次
の
と
お
り
区
分
し
、
地
域
ご
と
に
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
。

三

区
域
区
分(

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域)

の
決
定
の
有
無

本
区
域
で
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。

１

本
区
域
内
の
人
口
は
、
今
後
安
定
的
に
推
移
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
で
、
土
地
区
画

整
理
事
業
等
に
よ
る
整
備
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
ま
ち
な
か
居
住
や
、(

都)

一
般
国
道
一
九

号
線
等
幹
線
道
路
沿
い
に
商
業
地
の
立
地
が
行
わ
れ
る
な
ど
土
地
需
要
の
見
通
し
が
あ
る
も
の
の
、

周
辺
の
自
然
環
境
や
営
農
環
境
等
と
の
調
和
へ
の
配
慮
が
さ
れ
、
農
林
漁
業
に
関
す
る
土
地
利
用

と
の
調
整
を
図
っ
た
上
で
用
途
地
域
の
見
直
し
や
拡
大
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
か
ら
、
無
秩

序
な
市
街
地
拡
大
の
可
能
性
は
低
い
こ
と
。

２

市
街
地
周
辺
で
は
、
既
に
開
発
行
為
に
よ
り
良
好
な
住
宅
地
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
人
口
の
動

向
か
ら
住
宅
需
給
が
逼
迫
す
る
状
況
で
は
な
く
、
市
街
地
内
外
に
残
さ
れ
て
い
る
緑
地
な
ど
が
大

き
く
土
地
利
用
転
換
さ
れ
る
こ
と
は
想
定
し
が
た
い
こ
と
。

３

市
街
地
内
に
残
さ
れ
て
い
る
緑
地
も
土
地
利
用
転
換
さ
れ
る
可
能
性
は
低
く
、
水
と
緑
に
包
ま

れ
た
良
好
な
環
境
は
、
現
行
制
度
の
ま
ま
で
も
維
持
さ
れ
る
こ
と
。

四

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１

土
地
利
用
に
関
す
る
方
針

一�
住
居
系

�
現
行
市
街
地
内
の
低
層
住
居
専
用
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
区
を
低
層
住
宅
地
区
と
し

て
位
置
付
け
、
道
路
等
基
盤
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
斜
面
緑
地
の
保
全
に
よ
り
自
然
と

共
生
す
る
低
層
低
密
度
な
住
宅
地
の
形
成
を
図
る
。
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�
現
行
市
街
地
内
で
、
Ｊ
Ｒ
恵
那
駅
南
部
の
中
心
商
業
地
周
辺
な
ど
に
形
成
さ
れ
て
い
る
住

宅
地
を
一
般
住
宅
地
区
と
し
て
位
置
付
け
、
住
宅
以
外
の
用
途
の
立
地
も
許
容
し
つ
つ
、
低

層
住
宅
を
主
体
と
し
た
低
密
度
で
ゆ
と
り
あ
る
住
宅
地
の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
基
盤
整

備
が
な
さ
れ
た
地
区
に
お
い
て
は
、
中
高
層
住
宅
の
立
地
や
幹
線
道
路
沿
道
等
の
複
合
的
な

土
地
利
用
に
配
慮
す
る
。

�
市
街
地
外
の(

国)

二
五
七
号
沿
い((

都)

一
般
国
道
一
九
号
線
以
南)

に
お
い
て
進

み
つ
つ
あ
る
開
発
動
向
を
踏
ま
え
、
新
た
に
用
途
地
域
の
指
定
を
検
討
す
る
。

�
現
行
市
街
地
周
辺
で
、
都
市
的
土
地
利
用
が
進
行
し
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
良
好
な

居
住
環
境
の
保
全
や
創
出
の
た
め
、
道
路
、
下
水
道
等
の
整
備
を
進
め
、
適
切
な
土
地
利
用

を
図
る
。

二�
商
業
系

�
Ｊ
Ｒ
恵
那
駅
周
辺
の
商
業
地
区
は
、
旧
来
の
商
業
地
で
あ
り
商
業
機
能
が
停
滞
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
街
地
総
合
再
生
計
画
な
ど
に
基
づ
き
街
路
整
備
、
再
開
発
等
の
手
法
を
導

入
し
て
、
恵
那
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
を
進
め
、
中
心
商
業
核
と
し
て
商
業
業
務

施
設
の
集
積
を
図
る
。

�
(

都)

恵
那
駅
前
線
、(

都)

一
般
国
道
一
九
号
線
、(
都)

羽
根
平
学
頭
線
な
ど
幹
線
道

路
沿
道
に
お
い
て
、
自
動
車
利
用
者
及
び
周
辺
居
住
者
へ
利
便
を
供
す
る
た
め
、
沿
道
型
商

業
施
設
を
誘
導
す
る
沿
道
商
業
地
区
を
配
置
す
る
。

�
市
役
所
周
辺
に
は
官
公
庁
施
設
等
が
集
積
さ
れ
て
お
り
、
各
種
行
政
施
設
が
中
心
の
業
務

地
区
を
配
置
し
、
市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
市
民
の
文
化
活
動
、
交
流
機
能
な
ど
の
充
実

を
図
る
。

三�
工
業
系

�
工
場
等
が
集
積
し
て
い
る
中
央
自
動
車
道
恵
那
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
、
阿
木
川

沿
い
、
雀
子
ケ
根
地
区
な
ど
に
配
置
し
、
基
盤
整
備
と
と
も
に
工
業
機
能
の
拡
充
を
図
る
。

�
恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
は
東
濃
圏
域
に
お
け
る
拠
点
工
業
地
で
あ
り
、
周
辺
自
然
環
境
と
の

調
和
を
図
り
つ
つ
操
業
環
境
の
維
持
増
進
を
図
る
。
ま
た
、
南
へ
工
業
用
地
を
確
保
し
、
企

業
の
誘
致
を
行
う
。

四�
緑
地
等

�
市
街
地
の
内
外
に
残
さ
れ
て
い
る
斜
面
緑
地
に
つ
い
て
は
、
都
市
の
防
災
機
能
に
加
え
都

市
の
環
境
資
源
及
び
景
観
要
素
と
し
て
維
持
・
保
全
を
図
る
。

�
市
街
地
周
辺
に
広
が
る
優
良
農
地
に
つ
い
て
は
、
環
境
保
全
及
び
都
市
防
災
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
本
区
域
の
特
性
と
な
る
田
園
風
景
を
形
成
す
る
資
源
と
し
て
維
持
・
保
全
を
図

る
。

�
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
よ
り
、
安
全
な
地
域
へ

の
誘
導
を
行
い
、
新
た
な
土
砂
災
害
危
険
箇
所
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
、
無
秩
序
な
宅
地
開

発
等
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
農
地
、
保
安
林
、
砂
防
指
定
地
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

等
に
位
置
す
る
市
街
地
に
お
い
て
は
、
住
宅
建
設
や
造
成
な
ど
の
抑
制
に
努
め
る
。
ま
た
、

必
要
な
開
発
等
を
行
う
場
合
に
は
、
流
出
の
抑
制
に
努
め
る
。

�
本
区
域
の
土
地
利
用
の
七
割
を
占
め
る
山
林
及
び
木
曽
川
、
阿
木
川
等
の
河
川
と
い
っ
た

自
然
の
骨
格
を
維
持
・
保
全
す
る
と
と
も
に
、
市
街
地
内
及
び
そ
の
周
辺
に
残
る
斜
面
緑
地

及
び
農
地
の
保
全
に
よ
り
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
。

五�
そ
の
他

�
市
街
地
外
で
は
、
日
照
等
良
好
な
相
隣
関
係
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
建
築
物
の
形
態
規
制
の

強
化
を
図
る
。

２

都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
方
針

一�
交
通
施
設

�
恵
那
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
Ｊ
Ｒ
恵
那
駅
な
ど
交
通
拠
点
か
ら
の
流
動
及
び
本
区
域
内
の

拠
点
地
区
間
の
円
滑
な
交
通
処
理
の
た
め
、
国
道
、
県
道
等
で
形
成
さ
れ
る
骨
格
道
路
網
の

整
備
を
促
進
し
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
北
東
部
へ
の

発
展
に
伴
い
、
北
東
部
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
及
び
北
部
地
域
へ
の
交
通
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
南
北
街
道
踏
切
の
改
良
を
進
め
る
。

�
良
好
な
居
住
環
境
の
形
成
や
商
業
業
務
活
動
の
円
滑
化
、
都
市
景
観
の
形
成
、
防
災
性
の

強
化
な
ど
を
図
る
た
め
、
都
市
計
画
道
路
網
の
整
備
を
促
進
す
る
。
た
だ
し
、
長
年
に
わ
た
っ

て
整
備
が
進
捗
し
な
い
路
線
等
に
つ
い
て
は
、
廃
止
も
含
め
た
見
直
し
を
行
う
。

�
鉄
道
及
び
バ
ス
は
通
勤
・
通
学
・
通
院
等
の
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
り
、
利
便
性
の
向
上

に
向
け
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
る
。

二�
下
水
道
及
び
河
川

�
居
住
環
境
の
向
上
や
公
共
水
域
の
環
境
保
全
を
図
る
た
め
、
市
街
地
を
中
心
に
公
共
下
水

道
の
整
備
を
推
進
す
る
。

�
市
街
地
外
で
自
然
環
境
や
生
活
環
境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
地
区
で
は
、
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
合
併
浄
化
槽
の
導
入
に
よ
り
、
地
区
の
実
情
に
応
じ
た

整
備
を
進
め
る
。
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�
本
区
域
の
河
川
整
備
は
、
地
形
特
性
か
ら
治
山
と
切
り
離
せ
な
い
た
め
、
治
山
治
水
を
進

め
、
保
水
機
能
の
維
持
、
遊
水
機
能
の
保
持
を
図
り
、
洪
水
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、

自
然
景
観
や
生
息
生
物
に
配
慮
し
つ
つ
整
備
を
促
進
す
る
。

�
市
街
地
を
流
れ
る
河
川
は
市
民
の
憩
い
の
空
間
で
も
あ
り
、
親
水
公
園
の
整
備
等
に
よ
り
、

市
民
が
楽
し
め
る
空
間
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。

３

市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
方
針

一�
本
区
域
の
主
要
な
市
街
地
は
、
中
山
道
の
宿
場
町
を
母
胎
に
し
た
旧
市
街
地
及
び
そ
の
周
辺

に
拡
大
し
た
市
街
地
、
さ
ら
に
現
行
市
街
地
周
辺
に
お
い
て
開
発
さ
れ
た
様
々
な
住
宅
団
地
群

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
た
市
街
地
整
備
を
行
う
。

二�
旧
市
街
地
の
周
辺
に
拡
大
し
た
市
街
地
に
お
い
て
は
、
市
役
所
周
辺(

正
家
第
一
地
区)

で

土
地
区
画
整
理
事
業
が
な
さ
れ
、
続
い
て
大
崎
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
行
い
、
中
心
市

街
地
に
お
け
る
基
盤
整
備
を
図
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
隣
接
区
域
の
土
地
利
用
も
含
め
て
、
中
心

市
街
地
と
都
市
の
活
力
や
魅
力
を
高
め
る
た
め
の
拠
点
を
、
公
共
交
通
や
幹
線
道
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
連
携
さ
せ
る
集
約
型
都
市
構
造
の
形
成
を
目
指
す
。

４

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
方
針

一�
本
区
域
北
部
と
南
部
の
山
系
及
び
中
央
部
を
流
れ
る
木
曽
川
は
、
本
区
域
の
み
な
ら
ず
、
広

域
に
お
け
る
重
要
な
緑
地
で
あ
り
、
そ
の
自
然
資
源
の
維
持
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
自
然
環

境
と
の
調
和
に
配
慮
し
つ
つ
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
空
間
と
し
て
活
用
す
る
。

二�
山
林
と
農
地
が
織
り
な
す
田
園
空
間
は
、
貴
重
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
地
で
あ
る
と
と
も

に
、
美
し
い
郷
土
景
観
で
あ
り
保
全
す
る
。

三�
市
街
地
及
び
そ
の
周
辺
で
は
、
市
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
防
災
等
に
資
す
る
公
園
・
緑

地
の
整
備
が
重
要
で
あ
り
、
既
存
の
都
市
公
園
を
拡
充
し
て
い
く
ほ
か
、
新
た
な
都
市
公
園
を

確
保
、
整
備
す
る
。

五

｢

四

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針｣

に
基
づ
き
、
主
な
土
地
利
用
、
都
市
施
設
及
び
市
街

地
開
発
事
業
の
お
お
む
ね
の
位
置
を
示
す
図
面
は
、
総
括
図
の
と
お
り
と
す
る
。
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平
成
22年
２
月
５
日
付
け
で
岐
阜
県
公
報
に
登
載
さ
れ
た
恵
那
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
都
市
計
画
決
定
案
(素
案
)
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
意
見
を
述
べ
た
い
の
で

申
し
出
ま
す
｡

平
成
年
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日

岐
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２
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